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研究成果の概要（和文）： 

問題認識力をもった先導的薬剤師を養成するため、新たな 6 年制の薬剤師教育において、実
務実習の事前学習から病院実習で危険予知トレーニング（以下 KYT と略）を導入した。調剤、
服薬指導、注射剤の無菌調製など、項目ごとに臨床に則した KYT 課題を用いて、薬物療法上
の毒性発現やヒューマンエラーについての KYT を実施した。その結果 KYT が学生の「危険予
知の大切さ」への意識付けに有効であることが明らかになった。一方実務のイメージが乏しい
段階の学生には KYT が難しく、限界もあることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 To develop  sensitivity to medication hazards, we have introduced a 
behavioral approach, “Kiken-Yochi Training” (KYT) for hazard prediction 
training to new six-year pharmacy education.   Students assessed themselves 
as being more aware of potential hazards and new points of view through the KYT 
process.  KYT is a very useful and effective tool for pro-active safety training for 
pharmacists.  Repeating safety activities like KYT at intervals through 
undergraduate education should improve patient safety. 
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研究分野：薬学教育 
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      リスクマネージメント 

 
１．研究開始当初の背景 

薬剤師は、今日の医療において患者の安全
確保のために一層の活躍が求められている。
それに応じて、薬剤師国家試験受験資格とし
ての薬学教育年限が、従来の 4年から平成18

年度の入学者より6年に延長された。しかし、
6 年制薬剤師教育は緒についたばかりで、未
だ発展途上にある。一方、医学は日進月歩で
あり、臨床現場では日々新たな問題が生じて
いる。安全で質の高い医療を提供するには、
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①薬物療法上の問題を的確に把握し、②その
問題を医療チームの中で解決する能力が必
要であり、③科学的な「根拠に基づく医療
（Evidence based medicine: EBM）」のため
の新たな evidence を創成する基本的態度
と技能を身につけることが必要となる。さら
に④これら薬物療法に潜む危険を予知する
ことができれば、治療の安全性は格段に向上
する。しかし現状の薬学実務実習は、既存の
学術情報・技術習得に重点が置かれ、見学型
に留まりがちで、上記の①～④の要素を涵養
する体制にはない。また、問題解決のために
はその前提として問題を問題と認識できる
能力、危険を危険と認識できる能力の開発が
重要であると考えるが、従来この点はほとん
ど考慮されてこなかった。 
 

２．研究の目的 

 前項に示したような背景をふまえ、本研究
では、6 年制薬剤師教育において、問題解決
と新たな医療の創生に力を発揮できる薬剤
師の育成を目指す。そのため危険認知力と問
題解決力の開発に向けて、医療安全の分野で
用いられてきた「危険予知トレーニング」（以
下、KYT と略す）の手法を応用してカリキュ
ラム開発を行う。 
 

３．研究の方法 
 KYT は、小人数グループで日常の一場面の
イラストや写真など（KYT 課題）を見ながら、
危険なストーリー展開を種々想起し（危険ス
トーリー作成）、その対策をブレインストー
ミング法により話し合うトレーニング方法
である。 
この KYT を、東北大学薬学部薬学科各学年

20名の学生を対象に、5年次に行われる東北
大学病院での病院実習と、それに先立って薬
学部内で行われる 4年次の事前学習（以下単
に事前学習と記載する）において実施した。
あわせて、開発したプログラムの効果を検証
した。 

KYT の応用性の探索にあたっては、はじめ
に薬剤部窓口での患者への薬剤交付に係る
インシデントレポートを KYT 課題に用い、業
務経験3年以上の薬剤師5名でKYTを行った。
この KYT の過程で作られた危険ストーリー
を利用して、薬剤交付のシナリオを作り、新
人教育用の動画の教材 DVD を作製し、薬剤師
の自己学習に利用した。DVD による自己学習
の成果は、入職１年未満の薬剤師 10 名を対
象に、自己学習の前後で薬剤交付の客観的臨
床能力試験（OSCE）を行い評価した。 
 
４．研究成果 
１）平成 20年度 
本研究を開始した平成 20 年度には、従来

東北大学病院薬剤部の職員や旧カリキュラ

ムの病院実習生等に対して行なったKYTによ
りもたらされた変化等について解析した。 
 学生の演習に KYT を導入するにあたり、学
生にまずその方法を理解してもらうために、
第１段階では日常生活での場面をKYT課題に
用いて KYT を実施し、その後第２段階で薬剤
師の業務にかかわる場面の課題を取り上げ
ることにした（Fig. 1）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２段階終了後の学生アンケートでは、
Fig. 2 に示すとおり、すべての学生が KYT の
方法を「理解した」または「だいたい理解し
た」と回答したが、KYT の難易度については
40％を超える学生が、4 段階評価で最も難し
い「とても難しい」と回答した。 

 

 

一方、新たな 6 年制の薬学実習に KYT を応
用するため、課題や、事前の導入講義などの
資料作成を行なった。また、薬物療法に関わ
るリスクマネージメント教育に関わる現状
を、文献検索や学会での情報交換から把握し、
研究の参考にした。 

さらに、KYT で得た危険ストーリーの応用
について探索を試みた。外来調剤室において
患者に薬剤を交付する際に発生したインシ
デントに基づいて行った KYT では、9 個の危
険ストーリーが作られたが、このうち「同一
患者に複数引き換え番号があることを見落
として、薬剤を渡し忘れる」というストーリ



 

 

ーを利用してシナリオを作り、薬剤交付の動
画を作成した。これを教材に用いた自己学習
の成果を検証したところ、Fig.3 に示したよ
うに、学習により医療安全のための確認行動
の改善が認められることが明らかになった。
業務経験が少ないために KYT が難しい新人
でも、体験に準じた学習が可能であった。こ
こで用いた危険ストーリーをシナリオ作成
に生かす方法は、汎用性が高く、新人が種々
の実際的な事例について研修を行う際には、
非常に有用であると考えられる。今後の 6 年
制薬剤師教育の発展的学習への応用も考え
られる。繰り返し KYT を行い、医療スタッフ
のリスクへの対応能力を高めるとともに、
KYT の過程で得られる危険ストーリーを蓄
積し、薬剤師教育に生かしていくことが望ま
れる。 
 

 

２）平成 21 年度 

新たな薬学 6 年制の第 1 期生は学部 4 年生
となり、次年度の長期実務実習に向け事前学
習が開始された。そこで、前年度の成果をふ
まえ、事前学習で KYT を実施した。調剤、服
薬指導、注射剤の無菌調製など実習項目ごと
に、臨床に則した KYT 課題を用い、薬物療法
上の毒性発現やヒューマンエラーについて
の危険予知を組み入れた。KYT が学生の「危
険予知の大切さ」への意識付けに有効である
ことが明らかになった。 
しかし、注射剤の無菌調製など普段経験す

ることの少ない手技などを限られた実習時
間内で学ぶ項目については、危険ストーリー
の作成がなかなかスムーズにいかなかった。
これらのことから、トレーニングの受け手に
実務のイメージが乏しい段階でKYTを行うこ
とは難しく、限界もあることが示唆された。 
 
３）平成 22年度 
６年制第 1 期生の病院実習が開始された。

そこで、病院実習でも KYT を試みた。KYT の
課題は、病院での実際の処方箋に基づく調剤、
服薬指導に関することについて作成した。病
院実習において、KYT が実習の省察やまとめ

のプログラムとして有用であることが明ら
かになった。 
また、前年度の事前学習では、「実務に関

わる学生の体験が少ないためKYTを効果的に
行うには実施時期やKYT課題に工夫が必要で
ある」という留意点も明らかになった。そこ
で、第 2 期生（4 年生）の事前学習について
は、後半のアドバンスト実習中に KYT を行う
ことにした。KYT 課題は調剤室の場面と、病
棟での場面に限定した（Fig. 4）。 

 
４）総括 
次世代の薬剤師の危険認知力と問題解決

力の開発のため、KYT に着目し、新たな薬学
教育カリキュラムへの導入を試みた。 
KYT に用いる課題は、臨床に則した調剤、

服薬指導、薬剤無菌調製などの場面を作成す
ることができた。これらを用いて、実務実習
の事前学習で実際に評価することができ、学
生に、種々の場面における薬剤師の役割とし
て薬物療法上の毒性発現やヒューマンエラ
ーについての「危険予知」が重要であること
の意識を促すことができた。３年目の研究か
ら、病院実習においても KYT を導入し、有用
であることが明らかになった。一方、事前学
習では実務に関わる学生の体験が少ないこ
とから、KYT を効果的に利用するためには実
施時期やKYT課題に工夫が必要であることが
示唆された。 
薬学生のカリキュラムにおいて、繰り返し

KYT のような実践型の安全教育を実施するこ
とにより、医療における患者の安全性の向上
が図れるものと考える。 
 一方、臨床現場で実際に起こりうる危険な
出来事について、事前に学習できる教育手段
の確立が必要であるが、KYT で得られる危険
ストーリーを、教育用シナリオに活用できる
ことが示された。 
 以上の成果は後述のとおり公表した。 
 KYT の一定の有用性が明らかになったので、
今後は KYT の手法を広め、種々の状況下での
KYT の有用性を明らかにしていきたいと考え
る。その準備として、指導者向けの研修資料
の作成を行っている。 
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